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Digitable 基礎講座　第 5 回
レイヤーと調整①：高木大輔講師
○レイヤーとは？
レイヤーとはある画像の上に別の画像を重ね、かつ、お互
いに影響されることなく、そえぞれの画像を任意に編集、
エフェクト（効果）をかけることのできる Photoshop な
らではの革新的な機能だ。
またこのレイヤーは上下関係を自由に移動でき、不要なレ
イヤーを消去したり、任意の位置に挿入することができる。

○レイヤーの効果
レイヤーは単純に切り抜いて重ねるだけではなく、さまざ
まな画像を重ねる効果が選べ、またその透け具合が「不透
明度」の％で調整することが出来る。

○レイヤーを利用した合成
レイヤーは単純に上下に重ねるだけではなく、重ね具合（透
かし具合）の濃度の調整や、さまざまな透かしの効果が選
択できる。またキチンと切りぬいた画像ばかりでなく、あ
る程度エッヂをぼかしての合成も可能だ。

○調整レイヤーとは？
「レイヤー」パレットには、画像を合成するだけでなく「補

正」するための機能も搭載されていて、「調整レイヤー」
と呼ぶ。
実際に合成作業をすることは稀でも、こちらの方は日常の
作品づくりに生かせるだろう。

「調整レイヤー」は「レイヤー」パレットに補正のレイヤー
が作られ、適用の効果も濃度も自由に変えられ、画面の部
分的に効かせることも可能だ。しかも補正のレイヤーをダ
ブルクリックすればいつでも補正内容の修正が行えるとい
う便利なものだ。
********************************************************
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○レイヤーとは？
■レイヤーとは
レイヤーとはある画像の上に別の画像を重ね、か
つ、お互いに影響されることなく、そえぞれの画
像を任意に編集、エフェクト（効果）をかけるこ
とのできるPhotoshopならではの革新的な機能だ。
何も画像が含まれていない部分は透明なので、下
の画像が見える。また、レイヤーとして元画像に
乗せたまま、完成したイメージを確認することが
できる。
またこのレイヤーは上下関係を自由に移動でき、
不要なレイヤーを消去したり、任意の位置に挿入
することができる。
ちょうどこれはアニメーショ
ンのセル画で、クマ、ダルマ、
背景と透明なセルに書かれた
絵を重ねて見ているようなも
のだ。

■レイヤーの効果
レイヤーは単純に切り抜いて
重ねるだけではなく、さまざ
まな画像を重ねる効果が選
べ、またその透け具合が「不
透明度」の％で調整すること
が出来る。
下に代表的なレイヤーの効果
を掲載する。

図 2011-69：レイヤーの概念図
背景画像に「クマ」と「ダルマ」を重ねている

図 2011-70：商品撮影でのレイヤー使用例
切り抜いた商品を、いくつかの背景画像と組み合わせて比較し
ている

通常 比較暗 乗算比較明 スクリーンオーバーレイ ハードライト

“DIGITABLE2011”　デジタルフォト基礎講座　第 5回
レイヤーと調整①　　　　　　　　　　　　　　　　解説：髙木　大輔（APA会員）

図 2011-71：レイヤー効果
レイヤーパレットのメニューと代表的なレイヤーの効果の例

レイヤーは上下関係を自由に移動でき、不要なレ
イヤーを消去したり、任意の位置に挿入すること
ができる

Nikon D700 ＋アクティブ D ライティング

「調整レイヤー」は「レイヤー」パレットに補正の
レイヤーが作られ、適用の効果も濃度も自由に変え
られ、画面の部分的に効かせることも可能だ
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今月は以上。では来月☆　DIGITABLE 基礎講座 2011/9/17：高木大輔

図 2011-85：さらに調整を追い込んだ完成画像

実例 1
図 81：コンポジットチャンネルによる調整
まず「調整レイヤー」のトーンカーブを
呼び出し、コンポジットチャンネル上で
ヒストグラムの波形を見ながら、ハイラ
イト部分を跳ばない範囲で切り捨ててい
く①
続いて白バックの最明部をスポイトでク
リック、トーンカーブ上に表示させバッ
クの白が「白」として感じられるように
上げていく②
さらに肌色部分の中間点をクリック、キ
レイな肌色を目指して上げていく③
全体に明るい感じになったが、ややシャ
ドウの締りが無くなったので、④部分を
僅かに下げシャドウ部を引き締めた
この時点で明るさは整ったが、赤っぽい
色カブリはそのままだ
図 82：Gチャンネルによる調整
次にチャンネルを Gに切り替え、まずヒ
ストグラムを Rチャンネルにそろえる形
でハイライト部を僅かに切り捨てる。ヒ
ストグラムの表示お情報に切り替え（こ
れはトーンカーブ作業途中でも切り替え
可能）スポイトで明部・中間部・暗部の
R・G数値が揃うよう確認していくが、こ
の場合は一緒に写しこんだチャートのグ
レースケールが大いに役に立つ。ハイラ
イト部の切捨てだけでほぼ数値が揃った
ので、カーブはリニア（直線）のままで
よいだろう。赤カブリは取れた反面Ｇっ
ぽくなったが、あくまでヒストグラムの
形と情報の R・G数値で判断。
図 83：Bチャンネルによる調整
続いてチャンネルを Bに切り替え、同様
に R・Gチャンネルにそろえる形操作。
この場合ハイライト部更を切捨てるリニ
ア操作に加え、中間部の数値を更に上げ
る必要を感じたので中間点を僅かに持ち
上げている。微妙な操作だが、見る見る
カラーバランスが取れてきたのが分かる。
図 84：色相・彩度による仕上げ調整
最後に調整レイヤーで色相・彩度を呼び
出し、マスターで彩度を +10 としたとこ
ろ、ヒストグラム上の “櫛抜け” がかなり
改善された。
図 85：完成画像
調整レイヤーの利点
で何度でも調整を呼
び出し、くり返し調
整を追い込むことが
出来る。さらに「トー
ンカーブ 4」ではマ
スク効果を使い、画
像の左端の暗さを解
消している。

図 2011-82：Ｇチャンネルによる調整
赤カブリはあまり改善されずＧっぽくなったが、あくまでヒストグラムで判断

図 2011-83：Ｂチャンネルによる調整
一気にカラーバランスが取れてきたが、ヒストグラム上の櫛抜けはかなり目立つ

図 2011-84：色相・彩度による仕上げ調整（マスターで彩度を+10）
ヒストグラム上の“櫛抜け”が改善された

ハイライト部を僅
かに切り捨てるが
リニアのままだ

ハイライトのリニア
操作に加え中間点の
調整



参加者全員による “ライト二ングトーク”
（各自持ち時間 5 分）

KS さんは網代合宿でのモノクロ作品。
IF さんは合宿前に立ち寄った下田などでの作品。
KK さんは青森ねぶた、秋田角館など祭りの写真。
AY さんはモノクロののセピアっぽい習作を披露。
MM さんは多重露光での写真をプリントで。
ST さんは網代での作品。
SY さんはペーパーボードプロトタイピングのあれこれ。
…
********************************************************
Photoshop 研究講座　平野正志　講師

「各種用紙と印刷結果」

○レンズフィルターとは？
各用紙の印刷効果を比較研究する。
カラーチャート、グラデーションチャートを作りサンプル
画像と共に台紙に張り付け、使用した各用紙の印刷設定の
解説とパッケージ画像を用意し、各用紙の印刷ごとに適合
した物に交換して印刷した。
サンプル画像はカラー印刷用と、モノクロ印刷用に別のも
のを用意し、各用紙には同一条件のもとに印刷してみた。
用紙パッケージの写真とそれぞれの印刷設定の説明を用紙
ごとに修正しながら、該当する用紙に印刷する。
基本的には印刷は同じ条件になるように気をつけた。
同一用紙にカラーデータとモノクロデータの印刷を試み、
それぞれの特性を見てみた。
光沢感、用紙の厚みなどにより価格単価は大きく異なった。
各社光沢紙の中にも高級、普通などのグレードの差をつけ
て発売している様子も見える。どれが良いかは比較による
しかないが、さほどの大差はないように感じられる。
20 種ほどの用紙をプリントしてみると、白い用紙といって
も様々な白色があることが分かる。少し黄色味のあるもの、
薄いマゼンタや青を感じる白、もっとも白に近いものなど、
紙の地色が大きく異なる。
一方印刷結果は微妙に異なるもののさほどの遜色は感じら
れないようだ。
結局、用紙選びの選択肢は、厚み、地色、光沢感などが考
えられる。好みや使いかって ､ どちらかといえば慣れとい
う部分も大きな要素かもしれない ｡
********************************************************

同一用紙にカラーデータとモノクロデータの印刷
を試み、それぞれの特性を見てみた

平野正志　講師
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各種用紙と印刷結果

左のようなカラーチャー

ト、グラデーションチャー

トを作りサンプル画像と共

に台紙に張り付ける。

使用した各用紙の印刷設定

の解説とパッケージ画像を

用意し、各用紙の印刷ごと

に適合した物に交換して印

刷する。

サンプル画像はカラー印刷

用と、モノクロ印刷用に別

のものを用意し、各用紙に

は同一条件のもとに印刷し

てみた。

左が出来上がった台紙。

用紙パッケージの写真と

それぞれの印刷設定の説

明を用紙ごとに修正しな

がら、該当する用紙に印

刷する。

基本的には印刷は同じ条

件になるように気をつけ

た。

同一用紙にカラーデータ

とモノクロデータの印刷

を試み、それぞれの特性

を見てみる。

今月の 1 枚：MM 会員発表に刺激され、「多重露光」を勉
強会中に早速試してみる


